
第４号様式（第１０条） 

開かれた学校づくり委員会報告書 

 

                                平成２８年１月１５日 

 

                 学 校 名       千葉県立木更津東高等学校 

 

                 学校長名               山 本 昭 裕    
 

（１）学校運営上の課題等解決に向けた検討について 

成  果 課  題 

学校改善が進んでいるとの評価を得た。 

ＨＰ運営員会が掲載内容，更新時期を検討し，

計画的に情報を発信している。また，校長コ

ラムを毎週掲載している。 

学校評価を真摯に受け止め，より一層，学校

改善に努める。 

ＨＰの企画及び運営をさらに発展させる。 

（２）地域との交流や家庭・地域の教育力向上のための取組について 

成  果 課  題 

全日制，定時制ともに，地域や地元小中学校

に行事や授業を公開した。特に，今年度は清

和大学との連携協定を締結して，行事交流や

授業視聴を始めた。 

可能な限り学校行事や授業を公開していく。

高大連携については，自校にとどまらず，地

域全体の教育力向上につながる活動を企画

・運営していく必要がある。 

（３）学校関係者評価について 

成  果 課  題 

学校関係者評価をもとに学校改善が進んでい

るとの評価をいただいた。 

２名の新委を迎え，幅広い視野での評価をい

ただいた。 

学校関係者評価の指摘や提言を真摯に受け

止め学校改善を進める。 

今後は，大学職員など多彩な委員を選出して

いく。 

（４）「学校を核とした県内１０００か所ミニ集会」の企画・運営について 

成  果 課  題 

委員会が主体となってミニ集会の企画・運を

行った。地域住民参加の避難訓練を行い，地

域の避難所としての役割を果たした。 

意見交換が活発で実り多い集会であった。今

後は，この活動を一過性のものに留めること

なく，継続的・発展的に取り組む必要がある

。 

（５）学校や地域の実情に応じた諸活動の企画・運営について 

成  果 課  題 

地域の子供会行事や地域の祭礼等が学校の敷

地の一部で行われた。 

地域と学校との連携を深めるため，可能な限

り開放する。後片付け等管理について，委員

と連携を図っていく。 

委員会からの意見や提案を、学校でどのように検討又は取り組んだかなどについて記入してください 



別紙１ 

 

開かれた学校づくり委員会実施報告書 

 

 
                   名 称 木更津東高等学校「開かれた学校づくり委員会」 

 

 

１ 委員会開催日時・出席人数 

回 日   時 人 数 

 

１ 

 

 

平成２７年 ６月２０日 １０：００～１２：００ 

 

   １０人 

 

２ 

 

 

平成２７年１１月 ６日 １６：３０ ～１８：００ 

 

１０人 

 

３ 

 

 

平成２７年１１月１８日 １６：３０～ １８：３０ 

 

    ６人 

 

２ 委員会の主な議事 

回 主 な 議 事 、活 動 

 

１  

 

（１）交付状交付（２）委員会について（３）設置要綱・会計規程について 

（４）委員長選出（５）活動計画・ミニ集会について（６）収支予算について 

（７）学校行事参加（８）文化祭・体育祭の評価 

 

２ 

 

（１）ミニ集会の企画・運営について 

（２）学校からの報告（生徒による授業アンケートについて） 

（３）学校行事参加（定時制文化祭） 

 

３ 

 

（１）ミニ集会の準備 

（２）ミニ集会の運営 

（３）定時制給食体験 

 
３ 委員の役割における活動等  

１ 

（１）委員会の意義と役割ついて確認及び協議（２）ミニ集会の企画について    

（３）学校行事への参加（４）学校行事の評価 

 

２ 
（１）学校行事への参加（２）学校行事の評価 

 

３ 
（１）ミニ集会の企画・運営（２）学校関係者評価の実施 

 

 
 

  

 


